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じ
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奈
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跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
西
大
寺
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
四
月
～

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
川
越
俊

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

・
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

。
平
安
時
代

。
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
近
鉄
大
和
西
大
寺
駅
の
北
西
、
近
鉄
京
都
線
の
線
路
敷
き
東
側

の
南
北
に
細
長
い
敷
地
で
、
北
西
か
ら
南
東
に
下
る
緩
斜
面
に
立
地
す
る
。
平

城
京
の
条
坊
で
は
、
右
京

一
条

三
坊
八
坪

。
一
条
北
大
路

・
北

辺
三
坊
三
坪
に
あ
た
る
。
こ
の

う
ち
、
右
京

一
条
三
坊
八
坪
は
、

西
大
寺
の
寺
域
東
北
隅
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
食
堂
院
の
推
定
地

Ｄ
　
で
あ
る
。
奈
良
市
教
育
委
員
会

奈

に
よ
る
南
側
の
敷
地
の
調
査

く
　
（西
大
寺

一
二
次
）
で
は
巨
大

な
礎
石
建
物
の
東
北
隅
が
、
ま
た
同
じ
く
東
側
に
隣
接
す
る
敷
地
の
調
査

（西

大
寺

一
五
次
）
で
は
埋
甕
列
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
今
回
も
食
堂
院
に
関
わ
る

遺
構
の
存
在
が
期
待
さ
れ
た
。
調
査
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
調

査
面
積
は
計

一
人
三
六
２ｍ
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、　
一
条
三
坊
八
坪
で
は
、
南
北
に
並
び
か
つ
廊
で
結
ば
れ
た
東
西

棟
礎
石
建
物
二
棟
、
そ
の
北
に
東
西
棟
掘
立
柱
建
物

一
棟
を
検
出
し
た
。
こ
れ

ら
の
う
ち
礎
石
建
物
二
棟
は
、
宝
亀

一
一
年

（七
八
〇
）
成
立
の

『西
大
寺
資

財
流
記
帳
』
（以
下
、
『資
財
帳
し

か
ら
知
ら
れ
る
西
大
寺
食
堂
院
の
建
物
の
う

ち
、
「殿
」
「大
炊
殿
」
と
規
模
が

一
致
し
、
南
側
の
敷
地
で
確
認
し
て
い
た
建

物
が
食
堂
本
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
掘
立
柱
建
物
は
、
『資

財
帳
』
に
み
え
る

「甲
双
倉
」
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
が
、
東
の
柱
位
置
と
倉

本
体
の
柱
位
置
が
ず
れ
る
た
め
か
、
『資
財
帳
』
に
み
え
る
規
模
と
は

一
致
し

な
い
。
坪
の
北
端
に
は
、　
一
条
北
大
路
に
面
し
て
食
堂
院
の
北
門
と
思
わ
れ
る

棟
門
が
開
く
。
こ
れ
ら
の
建
物
の
中
軸
は
、
人
坪
の
中
軸
よ
り
約

一
五
ｍ
東
に

位
置
し
、
食
堂
院
の
南
に
位
置
す
る
四
王
院
の
中
軸
に
近
い
位
置
に
あ
る
。

一
方
、
東
に
隣
接
す
る
敷
地
の
調
査
で
確
認
し
て
い
た
埋
甕
列
は
、
「殿
」

相
当
建
物
の
北
入
側
柱
筋
の
位
置
ま
で
続
き
、　
一
列
に
四
基
ず
つ
計
二
〇
列
以

上
連
続
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
う
建
物
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
が
、
埋
甕
列
は
西
側
に
凝
灰
岩
の
化
粧
を
も
つ
基
壇
状
の
場
所
に
位
置
し
、

『資
財
帳
』
の

「東
檜
皮
厨
」
に
関
わ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
条
北
大
路
は
南
側
溝
を
確
認
し
た
。
北
側
溝
は
現
水
路
下
の
未
調
査
部
分



に
想
定
さ
れ
、
そ
の
場
合
両
側
溝
の
心
々
間
距
離
は
約

一
六
ｍ
と
な
る
。
北
辺

三
坊
三
坪
で
は
、
柱
列
と
溝
を
検
出
し
た
だ
け
で
、
利
用
実
態
は
な
お
明
ら
か

で
な
い
。
中
世
の
絵
画
で
は
西
大
寺
の

「修
理
所
」
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

遺
構
や
遺
物
か
ら
こ
こ
を
西
大
寺
域
と
す
る
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

木
簡
は
、
「殿
」
と

「大
炊
殿
」
を
結
ぶ
軒
廊
の
東
側
に
、
こ
れ
と
柱
筋
を

揃
え
て
建
つ
井
戸
屋
形
を
備
え
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
五
〇
の
井
戸
粋
内
の
埋
土
か
ら

出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
は
内
法
が

一
辺
約
二

。
三
ｍ
、
方
形
横
桟
組
の
井
戸
枠

は
全
て
ヒ
ノ
キ
材
で
、
厚
さ
は

一
二
帥
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
高
さ
は
下
三
段

が
約
六
〇
ｃｍ
、
そ
の
上
の
二
段
が
約
三
〇
釦
で
、
こ
れ
と
は
別
に
枠
内
に
丼
戸

枠
の
部
材
と
思
わ
れ
る
部
材
が
落
下
し
て
お
り
、
本
来
少
な
く
と
も
六
段
は
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
井
戸
枠
外
面
は
九
太
か
ら
板
状
に
割
り
裂
い
た
あ
と
、
九

刃
の
針
で
加
工
し
た
痕
跡
を
残
す
。　
一
方
内
面
は
槍
飽
で
表
面
を
丁
寧
に
仕
上

げ
て
い
る
。
な
お
、
下
か
ら

一
段
目
か
ら
三
段
目
ま
で
の
井
戸
枠
の
外
面
に
は

打
刻
印
が
認
め
ら
れ
、
「西
」
「寺
」
な
ど
の
文
字
を
刻
印
し
た
も
の
と
、
○
の

中
に

「大
」
「下
」
「十

一
」
な
ど
の
文
字
を
刻
む
も
の
と
が
あ
る
。

井
戸
底
に
は
直
径
三
伽
前
後
の
円
礫
を
敷
き
、
さ
ら
に
浄
水
用
に
木
炭
を
敷

き
詰
め
る
。
井
戸
は
廃
絶
に
伴

っ
て
上
部
構
造
を
抜
き
取
っ
た
後
、
下
部
を
木

屑
の
間
層
を
伴
う
遺
物
を
多
量
に
含
む
ゴ
ミ
で
埋
め
、
上
部
は
土
器
の
細
片
を

多
量
に
含
む
上
で
丁
寧
に
埋
め
て
い
る
。
木
簡
出
土
層
位
は
木
婿
層
が
主
体
で

あ
る
が
、
上
部
の
埋
上
に
も
及
ん
で
い
る
。
な
お
整
理
中
の
た
め
確
定
は
で
き

な
い
が
、
総
数
は
千
点
以
上
に
及
ぶ
と
み
ら
れ
、
「西
大
寺
食
堂
院
木
簡
」
と

呼
称
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｅ
九
五
〇
か
ら
は
多
種
多
様
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
金
属
製
品
に
は
、
銅

火
箸
、
木
製
の
柄
の
つ
い
た
鉄
槍
飽
や
鉄
刀
子
、
鉄
釘
な
ど
、
木
製
品
に
は
曲

物

・
連
歯
下
駄

・
挽
物
皿

・
割
物
匙

・
杓
子

・
箸

。
塔

（相
輪
）
形
小
型
木
製

品

。
斎
串
な
ど
が
あ
る
。
食
事
具

・
服
飾
具

・
容
器

・
祭
祀
具

・
部
材
な
ど
種

類
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
点
数
は
箸
を
除
い
て
多
く
な
い
。
こ
の
他
削
片
が
多

数
含
ま
れ
る
が
、
建
築
部
材
な
ど
の
大
型
加
工
品
の
削
片
は
僅
か
で
、
箸
な
ど

の
小
型
品
の
加
工
に
伴
う
削
片
が
多
い
。
土
器
は
、
奈
良
時
代
末
か
ら
長
岡
京

期
の
土
師
器

・
須
恵
器
と
と
も
に
、
製
塩
土
器
が
多
量
に
出
土
し
た
。
消
費
地

か
ら
出
上
し
た
古
代
の
製
塩
土
器
の
出
土
量
と
し
て
は
他
に
例
を
見
な
い
。
墨

書
鉱
撃
為
多
数
含
ま
れ
、
「西
大
寺
」
「西
寺
」
「西
大
寺
弥
」
「薬
〔酌
的
「〕綱
」

「厨
□
」
の
ほ
か
、
山
物
墨
書
に
も
見
え
る

「同
法
」
が
あ
り
、
そ
の
省
略

SE950出 土墨書土器  llT翔
左随大寺」「西寺」帥」、右晒大手刑際団「利
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(4) (3)(2)
形
と
思
わ
れ
る

「同
」
が
多
数
あ
る
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
九
五
〇
以
外
出
土
の
遺
物
と
し
て
、
奈
良
三
彩
、
白
釉

・
緑
釉
陶

器
の
出
土
が
多
い
こ
と
も
特
筆
に
値
す
る
。
出
土
が
特
に
多
い
の
は
、
井
戸
か

ら
そ
の
北
側
の
大
炊
殿
に
比
定
さ
れ
る
建
物
に
か
け
て
の
包
含
層
で
あ
る
。
こ

の
層
は

一
〇
世
紀
に
降
る
土
師
器

・
黒
色
土
器
、
灰
釉
陶
器
を
含
み
、
応
和
三

年

（九
六
一
０

の
大
風
に
よ
る
食
堂
倒
壊

（『日
本
紀
略
』
同
年
八
月
対
日
乙
卯

条
）
後
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
再
建
さ
れ
た
食
堂
は
、　
三

一世
紀

初
頭
に
は
弥
勒
金
堂
の
仏
像
を
安
置
し
金
堂
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る

（『七
大
寺
日
記
も

か
ら
、
そ
の
際
の
整
地
に
伴
う
可
能
性
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

「東
菌
進
上
瓜
伍
拾
壱
果

　
木
瓜
拾
丸

大
角
恒
肘
側
四
日

茄
子
壱
斗
弐
升
　
　
別
□
□
□
」

〔当
力
〕

Ｎ
ｏ
Φ
×
∞
『
×
卜
　
ｏ
Ｐ
Ｐ
＊

「東
薗
進
上
大
根
三
升
　
知
佐
二
升
　
　
（いこ
Ｘ
早
『Ｘ
∞
儲
Ｐ

日
――
国
人
口
　
付
浄
女
　
進
上
七
月
十
三
酎
□
□
」

Ｐ
Ｎ
ω
×
］
伽
×
中
　
ｏ
Ｐ
ド

×
五
拾
把
　
七
月
十
日
僧
信
梵
判
収
目
代
安
豊
」

ミ

ミ

ヽ

　

ミ

ミ

ヽ

ミ

ミ

　

　

　

　

　

　

（や
も

益

援

∞

自
ｏ

〔合
力
〕

□
汁
村
　
十
月
十
九
日
蔵
対
恵
智
」

］
∞
囀
×
∞
囀
×
卜
　
ｏ
ド
ド
＊

「飯
壱
升
　
伊
賀
栗
拾
使
間
食
料

八
月
十
七
日
目
代

酢
醜
壁

〔
ロ
カ
〕

ヨ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
四
日
□
□
倉
人

餅謹
絆
行
鉾
祗
デ囲ン一鯉
榊
）
□
　
　
□
　
□
□
　
　
』」

∞
ｏ
ф
×
］
伽
×
ω
　
ｏ
Ｐ
Ｐ
＊

「飯
弐
升
　
　
客
房
侍
倉
人

一
人
盗
取

一
人
合
二
人
間
食
料

〔那
力
〕
三
月
五
日

寺
主

『□
□
』
□
都
□

『聞
回
』
　

少
都
□
　
　
　
　
　
」

「
　
　
『銭
□
貫
文
　
少
寺
主

『日
□
』
　

而

□
□
　
而
□
□
□
』
　
　
　
　
　
　
」

］
Φ
滓
×
ヽ
］
×
］
　
ｏ
騨
Ｐ
＊

「飯
壱
斗
壱
升
　
　
蔓
青
洗
漬
並
×

上
座
　
寺
主

『信
如
』
可
信

ミ

ミ

　

ミ

ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
ｅ
×
崖
×
∞
　
ｏ
毬

「十
日
朝
参
渫
口
　
細
卜
麒
　
膨
守
師
　
多
表
師
　
慈
舜
師

休
忠
師
　
別
当
守
泰
　
　
　
」

ヨ
飯
壱
升
　
雑
□
□
常
料
　
　
十

一
月
四
日

寺
主

『□
□
』
□
□
　
　
　
日
日
日
日
日
□
』
　

　

　

」

〔
一判

停
傾
力

〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
〕
ω
×
］
ω
×

岸
　
ｏ
岸
岸

(5)

又
進
四
車

車車車
九別十
村十一
村村



損
分
入
八
升
　
八
斗
人
升
　
主
所
返
充

□
□
□
□
　
□
□
□
□
□

〔都
力
〕

『聞
目
』
　
少
□
×

寺
主

『信
如
』
可
信

『基
憬
』
同
国

民

く

　

ヽ

ミ

ロ

回

飯
壱
斗
伍
升
　
蔓
青
□
女
□
並
仕
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
目

〔僧
力
〕

□
別
着
干
□

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ構

・漬
蕪
六
升

道
下
米
依
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
・×
麒
益

ｏ営

「藍

鋲

九
斗

訴

轟

呻
艶

烈
緋

＝
世
世
世
世
世
世
』
口
□
　
（
『
』
部
分
は
童
書
）

回
口

回

個
　
。
「九
剛
斜
五
斜
茄
九
剛
漬
二
斗

一
升
知
口
国
斗
〔酔
配
一
石
工
斗
＝

（
ド
∞
⇔
）
×

（
Φ
）
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ

（
牌
ミ
ト
）
×

（
岸
〇
）
×
ω
　
Ｏ
∞
Ｐ

ド
中
ω
×

（
∞
）
Ｘ
μ
　
ｏ
∞
Ｐ

西
倉
道
長

岡

回

」
（”
い
０
）
×

（
∞
∞
〉
×
Φ
　
Ｏ
∞
牌

命
駕
）
×

（
μ
！
）
Ｘ
匈
　
ｏ
∞
騨

7蓮
造回  L

殿
哩
　
」

∞
∞
ｏ
×
“
∞
×
ヽ
　
ｏ
Ｐ
ド

（
Ｐ
Ｐ
↑
）
Ｘ

ｕ
Ｏ
×
枷
　
ｏ
∞
Ｐ

l19

（
Ｐ
∞
卜
）
×
（
岸
９
×
×
Ю
　
ｏ
∞
Ｐ

０

０
９

×

含

９

×

い
　

０
置

目
写
∃
石が
新
期
至

Ｃ
ф
９
×
扇
×
∞　
Ｏ
Ｓ

①
　
。「浄
酒
弐
焦
醜
跡
配
γ
又
酒

名
□
　
□
　
　
□
　
□
　
回

□
酒
壱
升
弐
合
口
□

名
白
米
国
□
□
□
□
回
□
」

名
塩
壱
斗
　
塩
　
　
　
　
」

回

□
　
中
院
浄
主
　
西
院

口

回

「僧
房
作
所

201   1191

＝
五
升
干
瓜

・
ヨ
霰
翠
』
聯
目
　

『零
挙
』
□
躍
□

『距
卦
』
口
回

日
□
＋
ｇ
Ｉ

□
田
料
大
豆
五
斗

□
守
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20   931

「
ｏ
西
南
□
殿
盗
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滓Ｐ深
解
添

「羽
郡
野
田
郷
戸
主
日
□
私
人
戸
口
生
江
伊
加
万
呂
」

「延
暦
五
年
十
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

Ｐ
卜
〕
×
ド
∞
×
∞

「
＜
少
戸
主
□
□
□
□
紀
須
大
豆
五
斗

「
＜
少
戸
主
波
太
部
直
万
呂
□
豆

「少
波
大
部
直
万
呂
」

「少
□
□
部
廣
□
大
□
」

〔鳩
力
〕

「
＜
美
作
国
勝
田
郡
吉
野
郷
□
米
五
斗
」

「川
合
郷
茜
庭
刀
自
女
」

名
佐
々
貴
山
公
時
守
戸
白
米

・
ヨ
ロ
成
子
智
廣
□
□
』

名
矢
田
部
廣
人
米
五
斗
」

。
「　
上
二
月
十
八
日
　
」

〔赤
力
〕

「椿
田
部
由
万
呂
□
五
半
」

「縄
万
呂
□
五
斗
」

〔
爽
力
〕

名
□
角
豆
三
百
五
十
二
枝
」

。
「三
中
取
　
　
　
　
　
　
」

「西
大
赤
江
南
庄
黒
米
五
斗
吉
万
呂
」

〔工連〕

「正
暦
十

一
年
六
月
十
五
日
吉
万
呂
」

〔西
大
赤
江
力
〕

「
□
□
□
□
南
庄
黒
米
五
斗
　
　
　
」

「延
暦〔附
酢
杞
二
月
十
日
□
□〔跡
酔
兄

「穴
太
加
比
万
呂
黒
米
五
斗

〔
西
大

寺
力
〕

「□
□
□
赤
江
北
庄
延
暦
十

一
年
地
子
」

「□
万
呂
黒
米
五
斗
西
大
寺
　
」

「赤
江
北
庄
延
暦
十

一
年
地
子
」

「西
大
□

「延
暦
□

「少
戸
主
波
太
部
直
万
呂
大
豆
五
斗
」

Ｐ
］
ω
×

］
μ
×

ヽ

　

〇
い
芦

Ｐ
『
伽
×

Ｐ
ω
×

卜

　

ｏ
］
♯

Ｐ
ｏ
∞
Ｘ

Ｐ
ヽ
×

囀
　

ｏ
ф
Ｐ

μ
卜
『
×

Ｐ
ω
×

ω
　

ｏ
い
Ｐ

（
卜
ヽ
）
×

Ｐ
『
×

い
　

ｏ
Ｐ
ｏ

Ｐ
ω
］
×

μ
∞
×

ф
　

ｏ
枷
Ｐ

139   1361   1351   00   00   13a   13aleD   801   1391

（
Ｐ
Φ
的
）
×

Ｐ
⇔
×

∞
　

ｏ
∞
∞

含

Ｐ
じ

×

］
］
×

ヽ
　

ｏ
∞
Φ

Ｐ
の
卜
×

騨
］
×

卜
　

ｏ
伽
Ｐ

Φ
Ｎ
×

牌
ω
×

伽
　

ｏ
伽
Ｐ

μ
Ｎ
Ｐ
×

］
ｏ
×

⇔
　

ｏ
∞
］

Ｐ
ト
ト

×

Ｐ
∞
×

∞
　

ｏ
い
岸

（
Ｐ
］
『
）
×
］
卜
×
∞
　
ｏ
Ｐ
ｏ

Ｐ
ｏ
Φ
×

］
『
×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

Φ
卜

×

Ｐ
Ｐ
×

卜
　

Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ
『
×

中
卜
×

∞
　

ｏ
の
Ｐ

Ｐ
∞
ド
×

Ｐ
ｏ
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ
　

　

２
一



⑭ 63115960 601   佳9   任0   建り   と61   ee   aつ    儀9   4D

1561  69

□

華str翠×

海Ш

準白�

1く回

「
＜
善
漬
瓜
六
斗
」

「五
斗
八
×
」

「五
斗

一
介
六
合
」

「
五
十

一
升
六
合
」

「五
斗

一
升
六
合
」

「五
半

一
升
六
合
」

「五
斗

一
升
四
合
」

「五
斗

一
升
三
合
」

。
「五
斗

一
升
　
　
　
　
」

・
ヨ
ロ
ロ
日
日
川
Ｈ
回
ヒ

「五
斗

一
升
」

「五
斗

一
升
」

「四
斗
八
升
」

「四
斗
六
升
」

「四
半
六
升
」

「四
斗
六
升

」

ペ
「
『駅
相旧回

コ

□

Ｅ
ヒ

「四
斗
六
升

「
　

『円
　
茉

＋

Ⅸ

Ⅸ

　

□

Ｐ
ω
ド
×

Ｆ
り
Ｘ

ヽ
　

ｏ
ｍ
ド

μ
ф
中
×

Ｐ
∞
×

や
　

〇
費
〕

μ
卜
点
Ｘ
ф
Ｐ
Ｘ

９
　

ｏ
ф
Ｐ

Φ
ω
Ｘ

�
一
Ｘ

ω
　

ｏ
伽
岸

ｏ
『
×

ｒ
『
×

〕

０
い
岸

い
ｏ
∞
×

Ｐ
⇔
×

卜
　

ｏ
働
Ｐ

Ｈ
岸
Ｏ
Ｘ

Ｐ
ヽ
×

］

ｏ
い

，

Ｐ
中
曽
×
一Ｆ
Ｏ
Ｘ

や
　

０
い
岸

ド
］
ф
×
ド
や
×

い
　

０
ロ
ド

60|(5世9

∞
卜
来
μ∞
×
．∞
　
９
と
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ド毬
Ｘ
ヽ
×
ヽ

３
″

Ｐ
９
∞
業
Ｓ
Ｏ
Ｘ
ω
　
０
０
Ｐ

①

ｗ
Ｓ
Φ
×

ド
Ｏ
Ｘ

６
　

０
り
Ｐ

Ｐ
い
０
×

騨
ω
Ｘ

ф
　

◇
］
Ｐ

⑩

×

剛
　
硼
　回
　棚
　咄
瑚硼
　剛
　　　　（ヽ。）×（μ働ヽ）×６

「成
成
弐
弐
弐
弐
商
商
弐
□
朝
堂
〔酢
難
が
・成
報
期
」

「回
□
□
□
□
□
□
□
□
　
　
　
□
　
　
　
　
　
」

０
洋
や
Ｘ
や
中
×
ヽ

「同
法
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隷
ドト受
揃
ｏ

Ｐ
↓
ω
Ｘ

】
彎
Ｘ
い
　

０
伽
ド

岸
卜
ω

Ｘ

申
μ
×

ヽ
　

Φ
い
い

Ｏ
ф
μ

24



2006年出土の木簡

〔楼
力
〕

ω

　

「
西
南
角
□
　
西
大
寺
　
名
」
（と
戸
枠
±

蔑
日
外
側
）

や
ω
ω
い
×
Ю
ω
り
×
ω
∽
　
　
ｏ
ｏ
Ｐ

⑪
～
⑤
は
進
上
状
。
①
②
は

「東
薗
」
か
ら
の
流
来
の
進
上
を
示
す
。
東
菌

は
西
大
寺
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
園
池
司
な
ど
の
薗
か
。
平
城
宮

。
京
跡
出

土
木
簡
に
東
薗

（園
）
が
み
え
る

答『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
八
十
三
頁

上
段
、
『同
』
一
一
十

一
〇
頁
下
段
・
三
ハ頁
上
段
）。
ま
た
、
正
倉
院
文
書
に
は
宝

亀
年
間

（七
七
〇
～
七
八
〇
）
に

「西
菌
」
か
ら
の
読
菜
の
進
上
が
み
え
る
。
②

は
縦
に
割
い
て
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
上
端
と
右
辺
が
原
形
を
と
ど
め
る
。
右
辺

上
部
の
断
片
と
、
そ
の
左
下
に
位
置
す
る
断
片
か
ら
な
る
が
、
直
接
は
接
続
し

な
い
。
①
の
上
端
は
二
次
的
切
断
。
こ
れ
も
進
上
状
か
。
日
下
の
署
名
は
二
文

字
で
、
僧
名
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
は
上
端
折
れ
。
こ
れ
も
琉
菜
の
進
上
に
関

わ
る
が
、
「判
収
」
と
あ
る
か
ら
、
受
け
取
り
状
か
も
知
れ
な
い
。
「信
梵
」

「安
豊
」
の
二
名
の
僧
名
が
み
え
る
。
働
は
四
台
の
車
に
乗
せ
た
物
品
の
進
上

木
簡
。
「蔵
汁
」
は
不
詳
。
「恵
智
」
は
僧
で
あ
ろ
う
。

０
～
⑫
は
飯
の
支
給
に
関
わ
る
木
簡
。
基
本
的
に
は
、
Ａ
支
給
品
目

・
数
量
、

Ｂ
被
支
給
者

・
用
途
、
Ｃ
支
給
日
付
、
Ｄ
支
給
責
任
者
、
Ｅ
三
綱
ほ
か
の
決
済

署
名

（署
判
）、
の
五
項
目
が
記
さ
れ
、
長
屋
王
家
木
簡
の
伝
票
木
簡
と
よ
く

似
た
構
成
要
素
か
ら
な
る
。
０
の
表
面
は
、
「伊
賀
栗
拾
使
」
に
対
す
る
間
食

と
し
て
の
飯
の
支
給
記
録
。
裏
面
に
は
別
の
支
給
に
関
す
る
記
録
が
残
る
。
裏

面
の
文
字
は
左
右
に
展
開
す
る
の
で
、
三
片
以
上
に
分
割
さ
れ
た
も
の
の
中
央

部
分
に
あ
た
る
か
。
表
面
も
署
判
部
分
を
欠
く
の
で
、
表
面
の
記
載
と
し
て
も

（少
な
く
と
も
左
辺
は
）
二
次
的
に
割
載
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
０
の
表
面

は

「客
房
侍
倉
人
」
と

「鉛
取
」
に
対
す
る
間
食
支
給
の
記
録
。
裏
面
に
は
銭

に
関
わ
る
別
の
記
載
が
残
る
。
０
は
上
端
切
り
折
り
、
下
端
折
れ
。
「蔓
青
」

の
漬
け
込
み
作
業
に
従
事
し
た
者

へ
の
飯
の
支
給
記
録
。
①
は

「雑
□
□
常

料
」
と
し
て
の
飯
の
支
給
記
録
を
、
朝
参
僧
の
歴
名
に
二
次
利
用
し
た
も
の
。

「守
泰
」
は

『資
財
帳
』
末
尾
に
衆
僧
の
一
人
と
し
て
み
え
る
守
泰
に
あ
た
る

か
。
⑩
の
表
面
に
は
、
全
体
の

一
一
分
の
一
に
あ
た
る
損
分

（正
税
帳
に
み
え

る
振
入
の
割
合
が
合
致
す
る
）
を
加
え
た
量
の
返
却
記
録
が
み
え
る
が
、
裏
面
に

は
署
判
が
み
え
る
の
で
、
こ
れ
も
食
料
の
支
給
に
関
わ
る
記
録
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
食
料
支
給
記
録
は
片
面
で
完
結
す
る
。
反
対
面
を
同
種
の
食
料
支
給

の
木
簡
や
、
別
の
内
容
の
木
簡
に
二
次
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
場
合

元
の
木
簡
の
記
載
を
削
ら
ず
に
、
①
⑩
の
よ
う
に
署
判
部
分
を
抹
消
し
て
済
ま

す
例
が
あ
る
。
但
し
、
こ
の
種
の
木
簡
の
も
の
と
思
し
い
削
婿
⑫
も
あ
る
。
⑬

は
複
数
の
僧

令
僧
」
と
特
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
俗
人
に
も
か
）
に
物
品

を
均
等
に
配
分
す
る
こ
と
が
み
え
る
。
⑭
は
上
端
削
り
、
下
端
切
断
。
但
し
、

い
ず
れ
も
二
次
的
か
。
食
料
支
給
に
関
わ
る
木
簡
の
断
片
か
。
な
お
、
署
判
部

分
に
は
、
上
座
、
寺
主
、
大
都

（維
）
那
、
少
都

（維
）
那
の
三
綱
の
役
職
の

ほ
か
、
九
世
紀
中
頃
を
史
料
的
下
限
と
す
る
可
信
が
み
え
る
。
自
署
を
加
え
る

例
は
多
く
な
い
が
、
寺
主
に
は
信
如

（０
０
）、
大
都
那
に
は
聞
国

（⑦
⑩
）、

少
都
那
に
は
安
豊

（⑭
）、
可
信
に
は
基
憬

（口
）
が
署
す
事
例
が
あ
る
。

ω
⑩
は
茄
子
や
八
に
関
す
る
帳
簿
状
の
木
簡
。
⑮
の
裏
面
に
は
天
地
逆
で

一



次
利
用
の
飯
支
給
の
記
載
が
残
る
。
側
は
上
端
折
れ
。
大
豆
の
数
量
の
記
載
が

あ
る
。
形
態
か
ら
み
る
と
、
荷
札
で
は
な
く
文
書

・
記
録
の
類
か
。
⑬
⑬
は
酒
、

い
は
塩
の
見
え
る
木
簡
。
明
に
は
政
所
で
の
酒
の
支
給
が
み
え
る
。
今
回
の
調

査
で
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
五
〇
だ
け
で
な
く
、
八
坪
内
か
ら
は
多
数
の
製
塩
土
器
が

出
土
し
た
が
、
塩
に
関
す
る
木
簡
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
塩
の
荷
札
が
み
ら
れ
な

い
の
は
塩
の
梱
包
形
態
と
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
支
給

・
使
用
記
録
が
な
い

の
を
ど
う
解
す
る
か
課
題
が
残
る
。
い
は
右
辺
と
下
端
は
削
り
。
上
端
折
れ
、

左
辺
割
れ
。
こ
こ
に
み
え
る

「中
院
」
「西
院
」
「西
倉
」
は
西
大
寺
内
の
施
設

か
。
施
設
ご
と
に

「浄
主
」
「□
守
」
「道
長
」
ら
の
人
を
配
置
し
た
記
録
。
い

ず
れ
も
僧
で
は
な
く
俗
人
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
ω
～
的
の
左
右
両
辺
は
、
二

次
的
な
削
り
ま
た
は
割
り
の
可
能
性
も
あ
る
。
②
の

「僧
房
作
所
」
も
西
大
寺

内
の
施
設
な
い
し
機
構
名
と
み
ら
れ
、
僧
房
の
造
営
が
な
お
進
行
中
の
時
期
の

木
簡
群
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
の
は
上
端
を
円
形
に
加
工
し
た
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
木
簡
。
「□
殿
」
の

「□
」
は

「薬
」
ま
た
は

「菓
」
。
い
ず
れ
に
し
て

も

「西
南
□
殿
」
は

『資
財
帳
』
で
は
確
認
で
き
な
い
。

例
～
⑦
は
荷
札

・
付
札
木
簡
。
税
目
を
記
す
荷
札
は
皆
無
で
、
通
常
の
書
式

の
荷
札
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
的
は
そ
の
例
外
的
な

一
点
で
、
美
作
国
の
掲

（春
）
米
の
荷
札
だ
が
、
貢
進
者
名
を
記
さ
な
い
。
ω
は
越
前
国
足
羽
郡
の
荷

札
。
欠
損
は
な
く
、
「羽
郡
」
は
足
羽
郡
の
省
略
と
み
ら
れ
る
。
生
江
氏
が
み

え
る
の
も
興
味
深
い
。
貢
進
者
を
記
す
が
、
品
目
を
書
か
な
い
。
越
前
国
の
○

五

一
型
式
で
あ
る
こ
と
や
、
働
～
⑦
の
事
例
の
存
在
か
ら
み
て
、
米
ま
た
は
大

豆
か
。
延
暦
五
年

（七
八
工０

は
、
西
大
寺
の
紀
年
銘
木
簡
で
は
最
古
。
い
～

の
は

『資
財
帳
』
に
み
え
る
越
前
国
丹
生
郡
所
在
の
西
大
寺
領
荘
園
赤
江
庄
か

ら
の
貢
進
物
の
荷
札
。
『資
財
帳
』
に
は
み
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
木
簡
に
よ

る
と
赤
江
庄
は
北
庄
と
南
庄
に
分
け
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
鰯
い
は
赤
江
南
庄
、

例
④
は
赤
江
北
庄
の
い
ず
れ
も
地
子
の
黒
米
の
荷
札
で
、
両
庄
で
書
式
が
異
な

る
。
南
庄
は
、
表
面
に

「西
大
赤
江
南
庄
黒
米
五
斗
」
、
裏
面
に
年
月
日
と
貢

進
者
名
を
記
す
。　
一
方
北
庄
は
、
貢
進
者
名
十

「黒
米
五
斗
」
で
書
き
出
し
、

「西
大
寺
赤
江
北
庄
来
年
地
子
」
と
続
け
、
月
日
は
記
さ
な
い
。
書
式
か
ら
み

る
と
、
の
は
赤
江
南
庄
の
荷
札
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
銹
釣
は
六
月
と

一
二
月
の

日
付
で
、
地
子
が
年
二
回
以
上
に
分
け
て
貢
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
れ
ら
は
延
暦

一
〇
年

（七
九
こ

か
ら

一
一
年
に
か
け
て
の
集
中
し
た
時
期

の
遺
物
と
み
ら
れ
る
。
釣
の
年
紀
は
当
初

「正
暦
二
年
」
（九
九
こ

と
釈
読
し

た
も
の
で
あ
る
。
延
続
の
省
か
れ
た
、
あ
る
い
は
延
続
を

「正
」
の
第
四

・
五

画
と
共
有
す
る
字
形
の

「延
」
の
事
例
は
他
に
見
い
だ
し
が
た
い
が
、
井
戸
埋

土
の
土
器
が
入
世
紀
に
収
ま
る
こ
と
と
も
あ
わ
せ
、
「延
」
を
意
図
し
て
書
い

た
と
解
さ
ぎ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
字
形
は
異
な
る
が
、
の
の

「廷
」
も
第

一

画
を
左
か
ら
右
に
向
け
て
起
筆
す
る
。
ま
た
、
年
号
の
数
字
部
分
に
つ
い
て
は
、

縦
画
が
木
目
と
重
な
っ
て
判
読
し
づ
ら
い
が
、
他
の
赤
江
庄
の
木
簡
の
年
紀
が

延
暦

一
〇

。
一
一
年
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
維
画
を
積
極
的
に
拾

っ
て

「十

一
」
に
改
め
、
全
体
と
し
て

「延
暦
十

一
年
」
と
解
釈
を
訂
正
し
た
。

∞
～
⑭
は
大
豆
の
荷
札
。
「少
」
十
貢
進
者
名
十

「大
豆
五
斗
」
を
基
本
の
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書
式
と
す
る
。
越
前
国
と
の
強
い
結
び
つ
き
や
大
豆
の
貢
進
荷
札
の
事
例

（越

前
日
坂
井
郡
。
『平
城
宮
木
簡
』
二
、
二
七
四
一
号
）
か
ら
み
て
、
「少
」
は
越
前
国

足
羽
郡
少
名
郷
を
示
す
か
。
郷
名
の
一
字
を
略
記
す
る
荷
札
と
し
て
は
、
島
根

県
青
木
遺
跡
の

「美
」
（美
談
郷
）
や

「伊
」
（伊
努
郷
）
な
ど
の
事
例
が
あ
り

（本
誌
第
二
五
、
二
六
号
）、
西
大
寺
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
の
中
で
取
ら
れ

た
略
式
の
表
記
と
み
ら
れ
よ
う
。

①
は
近
江
国
の
荷
札
か
。
習
書
の
あ
る
面
が
本
来
の
表
面
で
あ
ろ
う
。
①
～

⑩
は
、
「人
名
十
五
斗
」
の
記
載
の
み
の
荷
札
①
こ
れ
ら
も
米
の
荷
札
の
可
能

性
が
高
く
、
越
前
国
や
近
江
国
の
荷
札
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。
⑩
は
サ

サ
ゲ
の
若
爽

（＝
爽
）
を
食
用
と
す
る
サ
ヤ
サ
サ
ゲ
の
付
札
か
。

②
～
側
は
食
材
の
保
管
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
木
簡
。
⑫
は
醤
漬
の
人
の
容

器
の
付
札
。
い
～
⑫
は
斗
量
の
み
を
記
す
〇
五

一
型
式
の
木
簡
で
、
形
状
か
ら

み
て
米
の
付
札
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
場
合
、
西
大
寺
へ
の
進
上
の
際
の
荷

札
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
量
目
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
や
、

ω
働
の
よ
う
に
横
材
の
帳
簿
木
簡
を
転
用
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
堂

院
に
お
け
る
保
管
の
際
に
、
俵
な
い
し
容
器
に
付
け
た
付
札
と
み
ら
れ
る
。

的
は
麦
の
管
理
に
関
わ
る
横
材
木
簡
。
⑩
は
習
書
木
簡
で
、
「朝
堂
」
の
語

句
が
み
え
る
。
⑩
は
曲
物
の
蓋
板
に
墨
書
し
た
も
の
。
こ
れ
と
同
じ

「同
法
」

な
い
し

「同
」
と
記
す
墨
書
土
器
が
、
井
戸
の
埋
土
か
ら
多
数
出
土
し
た
。
西

大
寺
内
の
あ
る
僧
侶
集
団
の
什
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
墨
書
か
。
東
に
隣
接
す

る

一
坪

（喪
儀
寮
推
定
地
）
に
お
い
て
側
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
が
行
な
っ
た

発
掘
調
査
で
も

「同
法
所
」
「同
法
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い

る
。　
一
～
四
坪
は
通
常
西
大
寺
の
寺
域
外
と
さ
れ
る
が
、　
一
坪
が
西
大
寺
と
密

接
な
関
連
を
有
す
る
坪
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

①
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
五
〇
の
井
戸
枠
の
う
ち
、
上
か
ら
二
段
目
北
側
の
井
戸
枠

の
外
側
に
墨
書
し
た
も
の
。
墨
書
部
分
を
丁
寧
に
削

っ
て
記
す
。
井
戸
枠
に
は

七
六
七
年
に
伐
採
さ
れ
た
材
が
含
ま
れ
て
お
り
、
他
材
の
二
次
的
な
転
用
は
考

え
に
く
い
が
、
西
大
寺
に
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
建
立
予
定
の
あ
っ
た

「西
南
角

楼
」
の
部
材
用
の
材
を
井
戸
枠
に
転
用
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
西
大
寺
食
堂
院
の
木
簡
は
、
食
堂
院
の
運
営
や
事
務
処
理

だ
け
で
な
く
、
西
大
寺
そ
の
も
の
の
寺
院
経
営
の
実
態
や
経
済
基
盤
を
如
実
に

示
す
豊
か
な
内
容
を
も
つ
。
年
代
的
に
も
八
世
紀
末
の
平
安
遷
都
直
前
と
い
う
、

平
城
京
跡
で
は
こ
れ
ま
で
に
類
を
見
な
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
も

年
代
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
木
簡
群
と
し
て
、
今
後
そ
の
全
貌
の
解
明
が
大
い
に

期
待
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『西
大
寺
食
堂
院

。
右
京
北
辺
発
掘
調
査
報
告
』
０
一

〇
〇
七
年
）

同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
七
』
０
一〇
〇
七
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
人

（一
一〇
〇
七
年
）（渡
辺
晃
宏
）




